
写真の動物は、オオサンショウウオの幼生
です。全長約 5㎝、体重は約 1g しかありませ
ん。撮影した場所は、仁淀川の支流です（文
化庁から、文化財現状変更許可を受けて捕獲
しています）。

四国で見つかるオオサンショウウオは、以
前から研究者の間で「四国にもともといる在
来生物」であるか、「四国外から人が運んでき
て放した移入生物」であるか、議論がされて
きました。どちらかはっきりしない理由の一
つは、「卵や幼生が見つかっておらず自然繁殖
の記録がない。」です。博物館では、わんぱー
くこうちアニマルランド、のいち動物公園、四
国自然史科学研究センターそして両生類に興
味を持つ有志の面々と協力して高知県のオオ
サンショウウオの調査を進めてきています。

私たちは、2015 年 2 月 4 日、体の外側にエ
ラが出ていて、産卵巣穴から出てきたばかり

と 思 わ れ る 16
頭の幼生を仁淀
川の支流でみつ
けることができ
ました。さらに、
2 月 7 日にはこ
の幼生たちが見
つかった地点か
らわずかに上流

仁淀川支流で見つかるオオサンショウウオAndrias japonicus

へ遡った場所にある水中の穴の中から、卵塊
のカスを見つけ、とうとう四国で自然繁殖が
行われていることを確認しました。その後、
四国内で新たに繁殖地は見つかっていません
が、この場所では毎年幼生を確認しています。

2019 年、ここで見つかった幼生の遺伝子検
査が国立科学博物館の研究者によっておこな
われ、「京都府周辺で見つかっているオオサン
ショウウオの遺伝子タイプに極めて近い」と
発表されました。検査を行った研究者は、「仁
淀川支流で繁殖しているオオサンショウウオ
は、もともとこの川に住んでいたのではなく、
だれかが京都のあたりから持ってきて放した
可能性が高い。」と言っています。
「四国外から人が運んできて放した国内移

入生物」であると考えている人たちは、「四国
外から持ち込まれたオオサンショウウオが、
とうとう繁殖を始めてしまった。仁淀川支流
のもともとの生態系を守るために、早急にこ
の川からオオサンショウウオを取り除くべき
だ。」と考えています。

遺伝子検査で国内移入生物である可能性
が高まった仁淀川支流のオオサンショウウ
オ。今後、私たちはこの動物にどのように対
応していけばよいでしょうか？

（やちもり しゅうじ／横倉山自然の森博物館学芸員）
全長 94㎝の成体。ここまで大きくなる
には数十年かかる。
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令和４年４月より、越知町教育委員会所属の地域おこし協力隊として活動している宮地萌です。

令和7年の３月末で私の越知町での協力隊活動は終わりを迎えます。ここでは、博物館を拠点にして

行ってきたこの３年間の活動の一部を紹介させていただきます。



企画展
「第５回越知小中学校学習発表」
2024年12月21日（土）～2025年２月２日（日）入場者数552人
越知小学校と中学校は、越知町にお住いのみなさまとのつな
がりを深めながら、自然や歴史、人々の生活などについて学
び・知り・伝え合う学習をしています。今年度も児童生徒たち
はたくさんの体験活動を行い、
学びを深めました。児童生徒
たちが学習を通じて学んだこ
とや感じたことを、越知町内外
の多くのみなさまに見ていただ
きたいと考え、博物館を会場に
企画展として紹介しました。

自然観察会「横倉山の生きもの調べ」
「仁淀川の石をみがこう」
10月20日（日）〔講師：谷地森秀二（横倉山自然の森博物館学芸員）、
参加者：10名〕
仁淀川の河原から拾ってきた
石を磨いて、石本来の色合い
を観察するイベントを開きました。
今年は緑色変成岩だけをやっ
てみました。参加者のやる気と
センスによって、磨かれ具合に
差ができて面白かったです。

「横倉山の樹木」
11月17日（日）〔講師：石川慎吾（高知大名誉教授）、参加者：６名〕
横倉山の第３駐車場から杉原神社までの登山道で見られる樹
木についての観察会を行いま
した。講師は高知大学名誉教
授の石川愼吾先生にお願いし、
登山道を歩きながら、周りに生
えている樹木について、見分け
方や生態、人とのかかわりなど
についてのお話を伺いました。

「冬の鳥たち」
12月15日（日）〔講師：谷地森秀二（横倉山自然の森博物館学芸員）、
参加者：11人〕
宮の前公園で野外観察を行
う予定でしたが、観察会の時
間に雨が降ってしまいました。
外にはいかずに室内で、講師
の谷地森が高知大学の講義
で用いている資料を使って、
高知県と横倉山の野鳥につ
いてお話をしました。

「博物館のまわりで動物を写そう」
１月19日（日）〔講師：谷地森秀二（横倉山自然の森博物館学芸員）、
参加者：２名〕
博物館のまわりで生活する動物を確認するために、ロボットカ

メラを仕掛けました。参加者が
見つけた動物が通っていそう
な４か所を調査地点に決めま
した。３週間の撮影の結果、タ
ヌキ、ハクビシン、テン、キジバ
ト、シロハラが確認できました。

「巣箱を使う動物たちを写そう」
２月16日（日）〔講師：谷地森秀二（横倉山自然の森博物館学芸員）、
参加者：４名〕
巣箱とロボットカメラをセットで
設置して、樹上に暮らす動物
を確認するイベントです。博物
館から第三駐車場までの道の
まわりに、４箇所仕掛けてみま
した。

講座「四国の自然・横倉山の自然」
「愛媛県西予市の地形・地質の上で育まれた自然 
と文化 - 四国西予ジオパークが伝えたいこと-」
10月６日（日）〔講師：榊山　匠（四国西予ジオパーク学芸員）、
参加者：合計14名〕
2013 年にジオパーク認定を受けた愛媛県西予市にできた四
国西予ジオパークから榊山学
芸員にお越しいただきました。
四国西予ジオパークが、どのよ
うな地形・地質が評価されて
認定を受けたのか、この 10 年
の様々な取り組みについて紹
介いただきました。

「高知の化石から探る太古の地球」
11月３日（日）〔講師：近藤康生（高知大学理工学部教授）、
参加者：14名〕
高知大学で長年、高知県から産出される化石を研究されて
いる近藤教授にお越しいただ
き、高知で見つかった化石を
中心に、貝類など、地質時代
の生物やその生息環境につ
いて最新の研究成果、そして
横倉山から産出される化石の
特徴についてお話をいただき
ました。

「あゆの病気のお話」
12月８日（日）〔講師：今城雅之（高知大学准教授）、参加者：17名〕
あゆの病気を研究されている今城准教授においでいただき、

「きれいな川なのにあゆがいな
い」、「あゆが採れない」、「あ
ゆが釣れない」などには、病
気が関わっていることを、これ
までの研究成果とともに、病気
にかかっている実物のあゆも
用いてお話しいただきました。
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奈良県視察研修１泊２日
11月23日（土）～24日（日）〔参加者：18名〕
初日は山の辺の道の北コースの石上神宮、弘仁寺と在原神
社（在原寺跡）、なら歴史芸術文化村へ。翌日は箸墓古墳
の周囲を歩き、石舞台古墳で
は古墳の中に入りました。参
加者のみなさんはガイドさん
の説明やご住職のお話に熱
心に耳を傾けていました。

おちぞら★冬の星観察会
１月26日（日）〔参加者：6名〕
今回も環境省が取り組んでいる「令和 6 年度冬の星空観
察」の「天の川観察シート」にならって観察を行いました。ま
ず室内で観察する星座を覚
えるため星図に星のシールを
貼って位置や形を確認しまし
た。その後外へ出ると多少雲
がありましたが、無事観察す
ることができました。

� （みやじ　めい / 地域おこし協力隊）

③

②

④

①

「オオサンショウウオのおはなし」
１月５日（日）〔講師：谷地森秀二（横倉山自然の森博物館学芸員）、
参加者：19名〕
越知町を流れる仁淀川とその
支流では、四国内のほかの地
域に比べてオオサンショウウオ
の情報が多いこと、最近 15 年
ほどの間に四国でも自然繁殖
が確認されたこと、外来生物
法と国内外来種問題のことな
どについて紹介しました。

「旅立ちの詩～地域おこし協力隊卒業～」
３月２日（日）〔講師：宮地　萌（地域おこし協力隊）、参加者：11名〕
宮地隊員が当館の活性化をめざして行ってきた３年間の協
力隊活動を丸ごと紹介しまし
た。講座の中では参加者とと
もに館内の変化を体感する時
間を設け、込められた思いな
ども共有させてもらいました。
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■横倉山の東側で撮影されたニホンジカ
　2019 年から 2023 年にかけて行われた横倉山生物総合調査では、ニホンジカ
は主に空池よりも西側で確認されました。桐見川地域では狩猟によりオスも
メスも捕獲されていることや空池に設置した防鹿ネットのまわりに設置した
自動撮影装置では冬期を中心に頻繁に撮影されていることなどから、すでにかなりの個体が横倉
山周辺に住み着き始めたことがわかりました。
　2024 年には、９月から 11 月にかけて横倉山の東側である横倉山自然の森博物館から第三駐車場
までの車道のまわりに８台の自動撮影装置を設置して調査をしました。この調査の際、博物館か
ら直線距離で約 1㎞、標高 250 ｍの調査地点で、写真の個体が撮影されました。博物館ではこれ
まで、越知中学生や四国自然史科学研究センターと協力してこの車道のまわりで調査をしてきて
いますが、ニホンジカが写ったのは初めてです。ニホンジカの分布が広がってきています。

� （やちもり　しゅうじ／横倉山自然の森博物館）

※横倉山自然の森博物館展示解説員養成講座
博物館の展示室で、館の成り立ち、展示の説明、“推し”
の標本紹介などを、来館者にお話しできる方を育てるた
めの連続講座の開催を令和７年度に計画しています。
講座の対象者は友の会会員限定です。詳細は、７月末
に発表します

“横倉山自然の森博物館に、一歩踏み込む仲間”にな
りませんか？

〔博物館〕
企画展
～５月25日（日）　越知の人たち～広報おち編～
　７月５日（土）～９月７日（日）　海洋堂ソフビ展
　９月20日（土）～11月30日（日）　横倉山の植物標本展

自然観察会「横倉山の生きもの調べ」
　４月13日（日）　スミレの仲間たち
　５月17日（土）　カエルの夕べ
　６月15日（日）　地質関係（内容検討中）
　７月20日（日）　坂折川の魚
　８月16日（土）　ムササビとコウモリの夕べ
　９月７日（日）　コオロギラン

講座「博物館教室（四国の自然・横倉山の自然）」
７月　海洋堂ソフビ展関連「造形師対談」

〔博物館友の会『フォレスト・クラブ』〕
　６月７日（土）　仁淀川水質調査
　６月22日（水）　ヒメボタル観察会
　７月の平日　　横倉山植物保護活動（越知小学校生徒と一緒に）
　８月17日（日）　おちぞら★夏の星観察会

友の会『フォレスト・クラブ』に
入会しませんか?

フォレストクラブとは、横倉山自然の森博
物館の展示や教育活動を通じて、横倉山の
自然史に関する知識や関心を高め、メン
バー相互の親睦をはかる会です。みなさん
も行事イベントを通して、仲間と一緒に学
びながら交流しませんか？

年会費や特典などお問い合わせは
友の会事務局へ

　友の会事務局（博物館内）　0889-26-1060


